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21世紀に拓げる地質調査所の殺害唖

一第1回世界地質調査所会議報告一

小川克郎1)画小玉喜三郎2)

変貌する世界と地質調査所

r急変する世界情勢を前にして,今,各国の地質

調査所は新たたチャレンジに直面しています一経済

の最前線では,世界市場の拡大にともたう貿易パタ

ｰンの変化のために,探鉱や鉱山,エネノヶギｰ産業

といった,地質調査所にとっては伝統的な仕事件問

であった産業の形態が急速に変わりつつあります.

地球環境の保全を求める圧力は,さまざまな組織の

活動や手段,政策について再検討を迫っています.

一方,このような地球環境変動を解明する上で,

地球科学に関する基礎的な知見がたいへん役立つも

のとして,新しい研究分野が船頭しつつあります･

先端技術と新しい科学の概念が,2,3年前には想像

もしなかった新たな視点を地球科学にもたらしまし

た.経済,社会,そして環境といったますます多様

化する問題の解決に,今ほど地球科学力泌要とされ

ている時代はないのかも知れません.

このような中で,私たちは地質調査所の役割と責

任は何かという基本間題に共通して直面していま

す.革新的で現実的な将来の戦略をどのように定め

たら良いカ㍉という課題が切迫しています.その解

決策を探すためには,関係各国の期問が膝を交えて

直接対話をするのがより効果的であり,お互いの経

験や成り立ちを学ぶ必要があると考えます･｣

冒頭の引用は,さる4月12目,カナダ地質調査

所のバブコク所長(E.A.Babcock)が,カナダ地質

調査所の創立150周年を記念して主催した,第1回

世界地質調査所会議(ICOGS:Intemationa1Confer-

enceofGeo1ogica1Suryeys)の開会式での挨拶の一

都です.

カナダ地質調査所は1842年4月13目に創立され

ました.世界で一番古い英国地質調査所の1835年

創立,米国地質調査所の1879年創立とならんで,

1)地質調査所所長

2)地質調査所企画室長

写真1創立150周年を迎えたカナダ地質調査所本館.手

前の露頭はおよそ4億4千万年前(オルドビス

紀)のオタワ砂岩層.

世界でもっとも古い歴史を誇る地質調査所の1つ

です.このようた地質調査所でも,歓迎挨拶にあっ

たように,世界情勢の変化に対応した新しい地質調

査所のあり方を求めて,果敢な改革が試みられてい

るのです.

以下には,今回開かれた第1回世界地質調査所

会議(以下ICOGSと略称する)の模様を,事務局を

担当したカナダ地質調査所のクリス･フィントレｰ

氏の報告(C.Findrey,1992)を中心に,筆者らのコ

メントも加えて紹介します.ここで行われた討論

は,同じような問題を抱えた我が地質調査所にとっ

ても,将来の課題を考えるうえでの重要な一助にな

ると信じます.

キｰワｰド:世界地質調査所会議,カナダ,環境問題,資源開発,

予算,国際協力,世界組織
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21世紀における地質調査所の役割一第1回世界地質調査所会議報告一
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写真2正面玄関のサｰ･ウィリアム･回一ガン(1798-

1875)のモニュメント.カナダ地質調査の父とい

われている.

現代の地質調査所の悩みと模索

第1回ICOGSは,1992年4月12日から14日に

かけて,カナダのオタワ市コングレスセンタｰで開

催されました.175人の招待者が,それぞれの国や

州/地区の地質調査所,地球科学研究所,産業界,

大学,そしてIUGSやIGCP,UNESC0などの国

際機関の代表として参加しました.参加者には17

カ国の地質調査所長と,12の州/地区の地質調査所

長(主としてカナダ)が含まれていました.わが国か

らは筆者ら2人が出席しました.

会議に先立ち｢21世紀にむけて一地質調査所の

役割は?｣と題したシンポジウムが開かれ,5つの

テｰマを中心に各国から話題提供がされました.

まず``情勢分析"では,クイｰンズ大学のプライ

ス教授(R.A.Price)がr地質調査所の現在と未来

の役割』と題する講演を行い,r世界人口の爆発的

増加,それにともなうエネルギｰ･天然資源の枯

渇,居住環境の悪化といった地球規模の危機にむけ
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で,地質調査所が各国を代表して中核となり,共同

して人類的問題の解決のためにリｰダｰ!ツブを発

揮すべき｣と提案しました.

世界でもっとも古い歴史をもち,すべての国の地

質調査所の規範をつくった英国地質調査所のクック

所長(P.J.Cook)は,『英国地質調査所の過去･現

在･未来』と題する講演の中で圭独特のユｰモアを

交えながらも示唆に富む以下のような報告をしまし

た.

｢1973年,わが国ではいわゆるロスチャイルド原

理が導入され,ユｰザｰが地質調査にかかるコスト

を直接負担するようにする組織改革が行われまし

た.しかし政府予算の縮小にともない,そのしわ寄

せが直接調査事業に反映し,ついには地質図作成を

中止す.る事態に至ることカミ明らかになったのです.

世界に先駆けて地質調査所を設立Lた国が,最初に

地質調査所を廃止する国にまさにたりつつあったの

です.しかし長い議論の末,英国全土を統一基準で

地質図化する戦略的地質図作成プログラムが承認さ

れ,英国地質調査所の存続も同意されました･ただ

しこの間の出来事によって,英国地質調査所は二度

と創立当初,いや10年前の地質調査所の姿に戻る

ことはありませんでした.マッピング活動は以前よ

り相対的に縮小され,代わりに放射性廃棄物処理,

地下水研究,環境科学その他といった,その多くは

地質マッピングを土台としていますが,公共や企業

に対する新たたサｰビス強化の体質が作り上げられ

たのです.このような選択が現代の多くの地質調査

所の先例になるかどうかはわかりません･しかし,

経済的現実を背景にした必然的選択のように思われ

るのです.｣

公共へのサｰビス強化については,米国地質調査一

所(USGS)のペック所長(D.L.Peck)がr米国地質

調査所の改革一資源調査からパブリックサｰビスに

おける地球科学へ』と題する講演の中で,多くの実

績に基づいて次のような報告をしました一

｢USGSの業務は,国内の地質及び地下資源に関

する伝統的かつ革新的た調査･研究に加えて,地質

災害,地下及び地表水の評価とモニタリング,基本

地形図と国土のデジタル空間デｰタの作成,並びに

地質学,地球物理学,地球化学,水文学およびリモ

ｰトセンシング分野の大規模デジタル/アナログ記

録の保管へと発展してきました一われわれの存立の�
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小川克郎･小玉喜三郎

写真3ICOGS会場で講演するダラス･ペック米国地質

調査所長.

基盤には常にアメリカ市民,連邦および州･地方組

織,学術世界,産業界そして国際社会が含まれてい

るのです.さまざまな研究所問での研究情報のパｰ

トナｰシップが進むにつれてUSGSの任務も増大

し,組織間調整の促進,目標と標準の確立,索引デ

ｰタの提供,研究二一ズの定義たどに応えようとし

ています.

さらに21世紀をめざした次の10カ年計画では,

備えるべきいくつかのプログラムを準備していま

す.たとえば,グロｰバルチェンジ･プログラムの

場合では,気候および水文システム,炭素循環シス

テム,生物地球化学,グリｰンハウズガス,火山噴

出物,ガスハイドレイト,海水準変動,永久凍土ダ

イナミクス,海氷及び氷河の変化,そして砂漠化に

関する研究を進めようとしています.これらは従事

する研究者は,地質学者をはじめ地球物理学,地球

化学,水文学,海洋学,気候学,植物学,地形学,

地図学,工学,数学,生物学,化学,物理学,環境

学,コンピュｰタｰ科学,およびデｰタｰ管理学だ

との専門家からなる総合集団へと変革を遂げようと

しています.｣

班世紀の地質調査所の共通課題

会議は5つの主題に沿って進められましたが,

重要なテｰマは話題提供や討論の中でくり返し議論

されました.以下の要約はフィントレィ氏のレポｰ

トで取り上げられた主なテｰマです.

環境問題もっとも議論の多かったテｰマは,環境

問題に対する地質調査所の役割に関するものでし

た.多くの講演者から,各国の地質調査所がまさに

生き残れるかどうかは究極的にこの問題に関する二

一ズにどのように対応できるかの能力にかかってい

るという状況が報告されました.

自然災害の危険度の軽減や地球環境のための地球

化学,地球診断,地下水汚染問題,都市地質の問

題,そして河川･河口･海洋域の深刻な汚染の恐怖

などの問題への取り組みが事例として紹介され,こ

れらの問題を解決するための研究を推進するには,

技術基盤の大きな転換カ必要だという点で幅広い共

感が得られました.このことは逆に,大学の学部や

大学院のカリキュラムなど,将来の教育プログラム

に対しても,重要な影響を与えることになるだろう

と指摘していました.

資源開発急増する世界人口によって人類はますま

す天然資源を消費し続けます.この問題は持続的た

社会の発展を保証するために,環境問題の議論に対

するもう一つの必然的なテｰマでした.

確かにこれまでの西欧経済で行われてきたような

消費は,先進的な技術や素材加工法の進歩によって

幾分は緩和され,発展途上国では同じパタｰンは繰

り返されないともいわれています.しかし,必要と

なる燃料資源や金属資源を確保するためには新たな

ソｰスの探査が必要ですから,そのための最新の地

球科学情報の提供は,今後も地質調査所の基本的た

業務になると考えられます.こういった仕事を保証

するために,高度た資源評価手法を応用して探鉱の

タｰゲット選定を助け,政府が複雑な利用･配分を

行う際によりよい情報を提供すること,そしてその

他の資源管理行うことなどが今後も期待される,と

いう認識が示されました.

予算削減問題国や自治体を間わず,世界中のどこ

の地質調査所の事業予算も,いまや大きな打撃を受

け,出血状態にあります.この問題は,会議の参加

者にとっては別に驚くことでなく,毎年の予算削減

と規模の縮小に慣れているという状況が続いていま

す.しかし,これカミ実は世界共通の傾向だとする

と,決して気分の良いことではないのですカミ,出席

者にとっては関心の高い問題でありました.
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写真4ICOGS会場では各国の地質調査所がポスタｰや

パンフレットを展示した.第29回京都IGCも注

目の的であった.

このような悲'1参な状態を共通な課題として対処す

れば,何らかの解決策が見つげられるかもしれませ

ん.こういう条件カミ予算減少の根本原因や,予算の

下落水準を何らかの適当た代替機構で補償するとい

った基本的な問題の解決をもたらします.前者につ

いては,地質調査所の事業の妥当さとタイムリｰさ

の問題が間われ,後者については,コストの回収や

商業的たいし半商業的べ一スでの民間との競争の問

題,および収益センタｰや冠会社,あるいは半官半

民企業のモデルをめざして既存組織を再編する動き

が進められている状況が報告されました.

新技術開発デジタル技術と地理情報システム

(GIS)の利用も,繰り返し議論されたテｰマでし

た.通常,デジタル技術の意義は,図面作成のプロ

セスでのみ考えられていましたが,オｰストラリア

や米国,カナダで現在進められている新しい地球科

学マッピング計画についての報告では,処理の前段

(フロントエンド;フィｰルドでのデジタル･デｰ

タの収集)と後段(地図作成)の両方で,デジタル技

術に仕事を大きく依存させるようにしている状況が

報告されました.

その他,新技術の開発と応用によってもたらされ

た多くの地球科学の進歩が紹介されましたが,この

中には,エアボｰン探査法や地質災害危険度モニタ

ｰ技術(火山噴火,地震,地滑り)やSHRIMP(高分

解能イオン･マイクロプロｰブ)のような新技術を

用いた精密年代測定もふくまれていました.小川所

長はこのセッションでr先進工業国,日本における

1992年11月号

地質ハザｰド』と題する講演を行い,地震予知･火

山噴火予知の最新の研究成果を示して,人口密度の

高い都市地域の地質災害について紹介しました.

情報の普及と国際強調最後に,情報交換と研究協

力のテｰマで議論がされました.地質調査所は,行

政レベルに対しても市民のレベルに対しても,その

仕事や成果に関する情報提供に成功してこなかった

点が指摘されていました.地質調査所の世界が内向

的であること,伝統的た信念の防衛に頑迷で,公共

や民間の顧客が本当に必要としている要求に十分に

対応してこなかったこと等が指摘されました.公共

への情報伝達や教育,課外プログラムが多くの地質

調査所にとっていまや第1級の課題となっている

こと,情報交換,特に政策的な情報交換が重要なこ

とでは広く共感が得られていました.他の公共ある

いは民間の組織や研究所と連携していくことも,ユ

ｰザｰ･オリエンテッドた組織としては当然な姿で

あり,地質調査所もその例外ではないという意見が

出されていました.

結局,地質調査所の国際ネットワｰクが必要だと

いう考えを推進するものは,環境に関わる重要な地

球科学的課題の多くがまさにグロｰバルなインパク

トを与えるという認識と,だから外の世界にも組織

的に照準を合わせていく必要があるということがカ

ップルLているという点で,幅広い共感が得られた

ようです.

地質調査所の世界組織に向けで

このような時期に,地質調査所の世界組織を構築

することについて,多くの国は概して積極的な反応

を示しましたが,いくつかの国からは,そのような一

組織の実現性について,主として,実際に参加する

国の数や運営組織の維持に問題があるという理由

で,留保する意見が出されたと報告しています.似

たような組織として,ヨｰロッパには西ヨｰロッパ

地質調査所機構(WEGS,WestemEuropeGeo1ogi-

ca1Surveys)だとの先例があることも明かにされま

した.

結局,ICOGSの討論では,情報の交換や地質調

査所問でのアドバイスやコンサルトのための何らか

の集中機能が最終的には必要だという程度で参加国

の合意が得られました.�
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小川克郎･小玉喜三郎

カナダのプライス教授は,ICOGSでの総括講演

のなかでこの問題を展望して,rもし地質調査所が

もっと積極的でありたいなら,ユｰザｰが現在求め

ている二一ズに応えるだけでは不十分で,今は一部

のお客,国民,政府からしか出されていない要求を

先取りし,彼らが将来達成しようとする二一ズを先

導したければならたい.世界のすべての地質調査所

が,このような指導性にチャレンジすることが必要

です｣と提言しています.

ICOGS最終日の総合討論の中で,事務局のフィ

ントレィ氏が,世界組織を検討するために,r地球

科学のチャレンジにふさわしい世界組織を考える｣

ことを提案しました.下の表には,提案された世界

組織の``憲章''が列挙されています.

世界中の地質調査所の専門家レベルでこのようた

ネットワｰクを設立して,定期的な会合やさまざま

な地球科学の会合の機会を利用して,このネットワ

ｰクを継統的に維持していくことができれば,国際

的な地球科学全体の発展に大きく貢献できると考え

地質調査所の世界組織憲章

1.人類の生存条件に影響を与えるような重要た社

会問題,環境問題に,地球科学の知識や経験を生かす

よう,政府がそれを利用する際の指針づくりに総合的

な指導性を提供すること.

2.IUGS,ICSU,IUGG等の主要た非政府国際科

学組織,および,UNESC0,UNEP,UNDP等の社

会,経済,開発組織との共同･協力を促進するための

機能を提供すること.

3.世界の地質調査所の問で,重要な問題について

の相談や合意をはかり,専門家レベルでのタイムリｰ

た助言や意見交換を目的にしたグロｰバルたネットワ

ｰク機能を提供すること.

4.多数の国家機関の支援カミ必要となるような,重

要た国際研究プロジェクトの発展を奨励し促進すること･

5.多国問のMOU(MemorandaofUnderstand-

ing)の締結や,4項のようだプロジェクトの地域間,

国際問協力の推進機能を強化するための何らかの別の

組織の実現を促進すること.

6.参加国や機関の問で,デｰタや担当者,情報の

交換を相互に促進する目的で,また,研修や技術移転

を奨励し活発にする目的で情報流通室(事務局)を設置

しサｰビスを提供すること.

られます.IUGSのような他の国際組織とは独立し

たがらも､きちんとした協力関係をもった地質調査

所の公式なグロｰバルｰネットワｰク組織を実現す

る,いまがタイミングといえそうです.

おわりに

4月のICOGSに続き,本年8月に京都で開催さ

れた第29回万国地質学会議の折りに世界地質調査

所会議が開催されました.この会議にはアジアの国

冷も含む世界44ヶ国の地質調査所と6つの国際機

関が参加し,会議の結果以下の合意がなされまし

た.
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ICOGSを,政府問協定に基づく公式組織で

はなく,地質調査所同志の学衛組織として正

式に発足させる.

世界にいくつかの地域組織を置くことを検討

する.

会議は4年毎のIGCの機会と,その間に1

回開催する.

わが国の地質調査所は,世界の地質調査所と同様

に,21世紀に向けて多くの課題に直面していると

いう点ではかわりありません.われわれはこのよう

た認識にたって,地質調査所のあり方についてのポ

リシｰを明確にすると同時に,自らの改革を進め,

国際協力に取り組んでいきたいと考えています一

亙COGSプログラム

4月12目(日)

総合司会:D.C.フィントレィ(カナダ地質調査所鉱

物･大陸地質支所長)

開会の挨拶～E.A.バブコク(カナダ地質調査所長･

副大臣)･R.P.リディホフ(カナダ地質

調査所首席研究官)

地質調査所一現在および将来の役割

～R.A.プライス(R.A.Price,カナダ,ク

イｰンズ大学教授)

4月13日(月)

基調講演～B.ホｰ工(B.Howe,カナダ,エネルギ

地質ニュｰス奥59号�
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一鉱物資源省副大臣)

テｰマI:地質調査所のあゆみ

司会:D.J.マクラレン(元カナダ学士院総

裁)･D.A.ストソジ(科学頭間)

A.国立の地質調査所

英国地質調査所:その過去,現在,未来

～P.J.クック･p.M.アレン(P.J.Cook

andP.M.A1en,英国地質調査所長)

BRGM:その組織とフランス及び世界における役割

～Z.ヨハン(Z.Johan,BRGM所長)

討論

温.州および地域の地質調査所

オｰストラリアの州･連邦地球科学局:その役割と機能

～p.プレイフォｰド(P.P1a対｡rd,西オｰ

ストラリア地質調査所長)

西暦2000年におけるカナダの州･准州立地質調査所の役

割

～W.D.マクリッチｰ(W.D.McRitchie,

カナダ,マニトバ鉱山エネルギｰ省地質サｰ

ビス支所長)

合衆国の州立地質調査所:その歴史と州政府での役割

～A.A1スコロゥ(A.A.Soco1ow,地質コ

ンサルタント･前ペンシルバニア州地質調査

所長)R.H.ファカソディニ(R.H.Fa㎞n-

diny,全米州地質協会会長･ニュｰヨｰク州

地質調査所)

討論

テｰマ皿:資源開発と環境保護の調和

変貌する地質調査所の役割:探査から公共サｰビスにおけ

る地球科学へ

～D.L.ペック(D.L.Peck,米国地質調査

所長)

討論

テｰマ皿:資源と社会

司会:A.T1オｰベソシャワ(A.T.

0venshwe,米国地質調査所国際室長)･R.

T.ハゥワｰス(R.T.Haworth,カナダ地質

調査所地球物理海洋地質部長)

変化する社会と資源:金属から材料へ,化石燃料から再生

エネルギｰへ一地質調査所の役割は変わったか

～M.キュイステン･F.W.ウェルマｰ

〈M.Kustenand亙.W.We11mer,ドイツ連邦

地球科学天然資源研究所)

先端材料:その現況と開発の動向

～H.ツィコス(H.Czichos,ドイツ連邦材料

試験研究部)

討論

テｰマv:地球科学における新しい理論と技術

最先端の課題と技術

～N.ウィリアムス(N.Wi1Hams,オｰスト

ラリア鉱物資源地質地球物理研究所)

先進工業国,日本における地質バザｰド

～小川克郎(K.Ogawa,日本地質調査所長)

討論

テｰマY1国際交流,研究協力,共同研究について

固体地球科学における非政府国際協力について

～U.G.コルダニ(U.G.Cordani,国際地質

科学連盟IUGS)

国際年代対比プロジェクト(IGCP)

～A.J.ナルトレット(A.J.Na1drett,トロ

ント大学教授,IGCP議長)

討論

4月14日(火)

各地域の地質調査所の展望

中国の地質調査事業と国際協力

～チュン･ワソ(ZhunXm,中国地質鉱産

部)

アフリカにおける地質調査所の歴史

～C.A.コグベ(C.A.Kogbe,アフリカ地

質学会会長･ロックピュｰ国際地質コンサル

タント協会)

ラテン･アメリカの地質調査所

～C.0.ハｰバｰト(C.0.Berbert,ラテン

アメリカ･カリブ地域地質調査所顧問委員

会)

討論

まとめと総合討論

司会:R.A.プライス/R.P.リディホフ

世界地質調査所委員会は必要か?

閉会の挨拶～E.A.バブコク
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